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業績予想の修正および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 当社は、2021年７月 30日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2021年５月 10 日に公表

した 2022 年３月期の連結業績予想および配当予想の修正の実施を決議いたしましたので、下記のとおりお知

らせいたします。 

  

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2022年３月期 第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 

（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

11,155 

百万円 

1,561 

百万円 

1,561 

百万円 

1,061 

円 銭 

33.29 

今回修正予想（Ｂ） 11,911 1,822 1,820 1,123 35.23 

増減額（Ｂ－Ａ） 755 261 258 61 1.94 

増減率（％ Ｂ対Ａ） 6.8 16.7 16.6 5.8 5.8 

(ご参考）前期実績 

(2021 年３月期 第２四半

期累計）（Ｃ） 
10,071 1,336 1,375 920 28.88 

増減率（％ Ｂ対Ｃ） 18.3 36.3 32.4 22.0 22.0 
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（２）2022年３月期 通期連結業績予想数値の修正 

（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

23,000 

百万円 

3,500 

百万円 

3,500 

百万円 

2,380 

円 銭 

74.67 

今回修正予想（Ｂ） 24,100 3,800 3,800 2,400 75.30 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,100 300 300 20 0.63 

増減率（％ Ｂ対Ａ） 4.8 8.6 8.6 0.8 0.8 

(ご参考）前期実績 

(2021年３月期）（Ｃ） 20,868 3,150 3,192 2,083 65.38 

増減率（％ Ｂ対Ｃ） 15.5 20.6 19.0 15.2 15.2 

 

（３）修正の理由 

当社は予てより、企業のＩＴ投資の中でも成長領域であるクラウド・ビッグデータ・ＡＩなどのデジタ

ルトランスフォーメーション（ＤＸ）領域を中心に事業を拡大してまいりました。 

このような取り組みにおいて、ベンダー連携を軸としたＤＸ関連のコンサルティング、システムインテ

グレーションビジネスに加え、当期より連結化した子会社による教育ビジネスが伸長した結果、連結業績

における通期売上高は前回予想を 1,100百万円（4.8％）上回り、24,100百万円（対前年 15.5％増）とな

る見込みであります。 

利益面でも、提案力の強化やサービス品質・生産性向上、成長領域へのシフトにより一人当たり売上高

が向上したことに加え、プロジェクト管理の精緻化による不採算プロジェクトの撲滅等により、営業利益

は前回予想より 300百万円（8.6％）上回る 3,800百万円（対前年 20.6％増）を見込んでおります（営業

利益率は 15.8％）。また、経常利益は前回予想を 300百万円（8.6％）上回る 3,800百万円(対前年 19.0％

増)、当期純利益は前回予想を 20百万円(0.8％)上回る 2,400百万円（対前年 15.2％増）を見込んでいま

す。 

これらを踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益について前回発表の

第２四半期累計期間および通期の連結業績予想の修正を行うものであり、これらの業績予想値はいずれも、

当社の過去最高値となる見込みです。 

 

２．配当予想の修正（増配）について 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要施策のひとつと位置づけております。このような認

識のもと、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保し

つつ、安定した配当を継続して実施していくことを基本方針としています。 

上記の業績予想の修正の通り、営業利益は前回発表予想を 8.6％上回る見通しとなっており、収益力は

持続的に向上しております。一方で、当期純利益は投資有価証券の評価損による特別損失により、前回予

想に比べ 0.8％増にとどまりますが、これは一時的なものであるため、配当性向 45％以上を目指す方針の

もと、営業利益の予想の増加に連動して配当予想の修正（増配）を行うことを決議いたしました。 
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2022年３月期の第３四半期末および期末配当金の増額を行い、それぞれ８円 25銭の配当予想を前回予

想から１円増配の９円 25銭円といたします。これにより通期合計では２円増配の 35円となり、配当性向

予想は 46.5％となります（前回予想は 44.2％）。 

 

 年間配当金 
配当性向 

（連結） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計  

 

前回予想 

2021年５月 10日 

円 銭 

8.25 

円 銭 

8.25 

円 銭 

8.25 

円 銭 

8.25 

円 銭 

33.00 

％ 

44.2 

今回修正予想 

2021年７月 30日 

 8.25 9.25 9.25 35.00 46.5 

当期実績 

（2022年３月期） 

8.25      

前期実績 

（2021年３月期） 

7.75 7.75 7.75 7.75 31.00 47.4 

 

（注）上記の予想値は、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、実際の業績は今後の

様々な要因により、予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

以上 

 


